
〔別紙様式� 9】
*課題番号 個� 08-101

注� :課題番号を記入してください。

平成� 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年� 4 月� 1 日

日本大学総長殿

氏 名 川戸 童i工� ⑨ 
哲学部・専任講師所属・資格

下記のとおり提出いたします。

ユ 種目�  1-原初究(個人研治 / 一般研究(共同研究)� / 総合研究� 
j主:該当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究課題 \~一一~

骨芽細胞の石灰化物形成と破骨細胞分化調節因子の発現に及ぼす酪酸の影響の解明� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役害1]分担)� 

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り.発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� | 発表テーマ� | 発表年月

上遠野朋子，川|戸貴行 |第 60 回日本大学歯学会総|酪酸は骨芽細胞の石灰化� nodule形成と� I2008 年� 5 月
他� 5 名 |会 osteoprotegerin発現を促進する� | 

上遠野朋子， 田遺奈津� |第� 128 回日本歯科保存学会|酪酸は骨芽細胞による石灰化� nodule形成� I2008 年� 6月
子，� ) 11 戸貴行 他� 2 名 |春季学術大会 |と osteoprotegerin発現を促進する� 

Katono T，Kawato T I86[h General Session &IButyrate stimulates mineralized nodule I2008 年� 7月
他� 5 名 IExhi bi t ion of IADR Iformat ion and osteoprotegerin 

L 四一… "一一一ー 1 .. ..鰐PXg?..~j..QD.….9...y. ρsι~.9.Þ.J..ê..?..t.;;L....... .. .. ............ ..
 “ 4 

上遠野朋子，川|戸貴行� l第 17
町

回硬組織再生生物学|
.
骨芽細胞による石灰化 nodule形

.
成，� M-CSF I2008 年� 8 月

他� 4名 |会学術大会・総会 |および OPGの発現に及ぼす酪酸の影響� 

Kawato T 他� 6名 I hASBMR Annual Meeting I 
formation and osteoprotegerin 

2008 年� 9月30 t Butyrate stimulates mineralized nodule I 

expression by osteoblasts 

上遠野朋子，川戸貴行 |第 21 回日本歯科医学会総|酪酸は骨芽細胞による石灰化物形成を促� I2008 年� 11 月
他� 4名 |会 |進し破骨細胞の分化を抑制する 1 

飯田隆文，川戸貴行 |
|
平成� 22 年口腔衛生関東地|酪酸は骨芽細胞のシクロオキシゲナーゼ� I2010 年� 3 月
方研究会総会・学術大会

5 著書・雑誌論文 (著書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださ川コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを、倒寸し

てくださしい

著者・執筆者� ! 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所� 

他� 5 名� |発現と PGE.，産生を促進する� 

Katono T，Kawato T 他� |Sodium butyrate stimulates mineralized Vol. 53 2008 年� 10 Archives of Oral 
nodule formation and osteoproteg

6名 expression by human osteoblasts. No. 10 月� Biology 

※ホームページ等での公開の⑨否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は 理白書を添付して下さい。



{或果物 8 2J 

-夕刊) 掲載年見詰

そ一

名氏 提出物 内

{下記のような成5裂があれば記入してくださいJ

(知

(外部資金の獲得)

の研究への発畏)

(その地)







【別紙様式� 9】
個� 08 ・103

注:課題番号を記入してください。

4-ーー一一一一司一ーー『

平成� 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成22 年 月 日� 

日本大学総 長 殿

氏名 津田啓方

所属・資格 歯学部・助教

下記のとおり提出いたします。� 

1 種目 |奨励研究イ一般研究(個人研究b一般研究(共同研究)/総合研究|注:該当する種目を Oで囲んでください。� 

2 研究課題 ¥一一一一日/

歯周病細菌由来物質の上皮浸潤に影響を及ぼす因子の探索一新規予防法開発に向けて-

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� | 発表テーマ� | 発表年月� 

H. TSUDA，K. OCHIAI， I86th General Session & IButyratea bacterial metabolite，induces April 3，2009 
and K.OTSUKA IExhibition of the IADR d autophagic cell death Iapoptosis an

， 

5 著書・雑誌論文� F著書・幸臨・扱き刷り等を添付してくださ~\コピーの場合併撤されたことが鶴舶にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所� 

唖書 Article first 
H. Tsuda，K. Ochiai，N. Journal of Periodontal Research/Butyrate，a published 
Suzuki，K. Otsuka 

bacterial metabolite，induces apoptosis and online: 10 
Wiley-Blackwell 

autophagic cell death ingingival epithelial cells 
JUN 2010 

※ホームページ等での公開の(@T・否) いずれかを� Oで囲んでください。否の場合は，理白書を添付して下さい。



[成果物 9-2J 

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

その他(ビデオ，� CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量�  

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

科学研究費補助金若手研究(B)2009 ・2010 総額:4160 千円

ヒストンアセチル化調節食品成分による歯周炎骨破壊予防法の開発� 
2010 年度:1430 千円(直接経費:1100 千円F 間接経費:330 千円)� 

2009 年度:2730 千円(直接経費:2100 千円F 間接経費:630 千円)

(他の研究への発展)

2010 年度日本学術振興会最先端・次世代研究開発支援プログラム 申請課題

機能性ペプチドを用いた選択的細胞内分子、細胞内侵入微生物抑制法の開発

(その他)



【男Ij紙様式� 9】
*課題番号 個� 08-104

注� :課題番号を記入してください。

平成� 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

日 本大学総長殿

平成� 22 年� 4 月� 3 日

氏名 高見津 俊樹

所属・資格 歯学部・助教

下記のとおり提出いたします。� 

1 種目 |奨励研究/舟越~(個人回以一般研究(共同研究) / 総合研究 |注該当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究課題

高強度フロアブルレジンの臼歯修復への応用� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

高見津俊樹

-研究分担者(役害1]分担)� 

4 学会発表等� (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発 表 者名 学会名 発表テーマ 発表年月

山本明，両見津俊樹�  
52 回日本歯科理工学会

試作フロアブルレジンの初期重合挙動の� 
200 8 年� 9月� 20 日

高他見滞5 名俊樹 ・4 ・4・ ・ 曹 ・ 、 ー ‘・・・・‘・咽且 �  ‘

観コ察ンポジットレジンの種類がセルフエッ� 
e・6・・・ー句ー・4・・・ ・ 開唱唱曲'・・

色川|敦士他，� 7高名見津俊樹� 

12 9回日本歯科保存学会

光チ強シス度テがムフのロ曲ア質ブ接ル着レ性ジにン及のぼ重す合影収響縮に� 

2008 年� 11 月� 6日
'・・・ ー・ーー・ーーーー・ーー・'‘ーー・・・ ・ ・ ・・・・・・ーー・ーーー・・・・ー

他� 6名� 
130 回 日本前科保存学会

及ぼす影響� 
2009 年� 6月� 11 日

ーー・・・・・4且・a・ 開・4・� ー.............・・ー・・・・・司・・・・・・ -・・・ーー ・ ‘ ー ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ 唱 曲 ・ ・ ・ ・a・‘・・・・ ・ 且・a・』・・・・

・・�  ‘ 町 ・・ーー ‘ ・・・‘"‘ ‘・・・・・‘・・目 ・・・・・ー・ー・・・句 ・・・・・6・ ・・・・・・4・・.........................................・・・・・ ・・ ・・・ー・・・・・・且・ ・ ・句・目 ・・・.‘・・・・ ・ ‘・ー・・ー・・ ・・‘ー・ーー 骨骨圃曹、� 

5 著書・雑誌論文 清書・雄志・績割IJり等を添付してください。コピーの場合l討輔されたことが犠舶にわかるものを添付してください。)

著者 ・執 唯者 著書名 ・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

日本歯科保存学雑誌/コンポジットレジンの種
高見j幸俊 樹 ， 他 類がセノレフエッチシヌテムの接着強 さに及ぼ� 52 ・2 2009 年� 4月

す影響
‘ ・ー・・ ・・・・・・・・・・開 町 目・ ・・b・ ー・・ -ー ・・ー・・a・a・・・・・・4・・・冒・・ 、ー'・ー・・4且・a・・ー・・手ー・・4匹・・ ・・a且・・‘・・・・・ー・・4・司・a・・a・� ー・・ー・ー・・ー・ー・・・・・・・・・・‘‘・句 ・・・・ ・a・a・・・町r・・ー・ 手・b・・‘ー・・4且4・‘・ー・'・ ー・・・・ー・・・a・a ・a・・・ ・司 ・

'司4・‘・・・・・・‘ーー・・・p・・・・・'‘骨町・・�  ・・ ー ・・・・・‘ー・・‘・冒・・・ ‘・ー 、‘曹、・・a‘ー且e・句・ ・・4・・・・・・・・・・且・・'‘ーー・・ー� -咽・ ・・e・・・・・ ・・・e・ 冒 ・ ー・・・・・・・・ー・・・ 且ー・4且'・・ー・・ー・・・・ ‘・・・・・ ・-・‘

・・e・・ ・・a・・・・・‘4・・ ・・・・・ ・恥 ー ，・・句・・ ・・a・・4・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ー・・ー-・b・4・・・......・・・・・・e・・・・・b・・・・ ・a・・・・・・・句・・・・ ‘・'‘ーーーーーー・ー・・・・ ・・ ・‘・・・ー・ ・・句・ー・・ー・・唱曲'咽 ・4匹� ιe・・・ ・e・ー ・・・・a・・a・・・・・・・・・・・・・ ・・

※ホームページ等での公開の⑦否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は 理白書を添付して下さい。



[成果物 9-2J 

6 その他の発表� 

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

の研究への発展)

ブ� 3 アブノレレジンを用いた補疹修後への応用に

の能)



【男Ij紙様式� 8 】

*課題番号!他

注:課題番号を記入してください。

平成� 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年� 5 月� 29 日

日本大学総長殿

氏名 林誠

所属・資格 歯学部・准教授 
  

下記のとおり提出いたします。


1 種目 I~慨(個人枇D/ 一般研究(共同研究) /総合研究 注:該当する種目をOで囲んでください。

2 研究課題

硬組織形成に関与する材料がヒト歯髄細胞に与える影響について� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ� 発表年月� 

Comparative Studies of P-CPC and 
M. Hayashi et al. 3~ぬ Annual Meeting of IConventional Endodontic Cements on IMarch 5，2010 

the AADR I Mineralization 

5 著書・雑誌論文�  C著書・雑誌・抜き刷り等を痢寸してくださ仇コピーの場合l持島載されたことが鶴舶にわかるものを淵守してください。)

著者・執筆者�  | 著書名・雑誌 名/論文名�  | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所

※ホームページ等での公開の(⑪否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は1 白書を添付して下さい。
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新聞名 (朝刊・夕刊) 日

その他(ピ CD， リオ， 舞台等)

氏名 提出物 内 数� 

7 その抱の成果 {下記のようえE或築があれば記入してくださいJ

(知的財産権の

(外部資金の獲得)

〈組合研究への発課)

(その他)



| 牢課題番号| 個 08-106 I 

注:課題番号を記入してください。

8 】【別紙様式

学術研究助成金成果物報告書平成 2 0 年度

1 2 日7月年25 平成

殿長総
且 4
--r 大本日

名一一一』

所属・資格松戸歯

氏

1 種目 IEi研究(個人証診/一般研究(共同研究) /総合研究 j主:該当する種目をOで囲んでください。

2 研究課題

Down症における歯周疾患の発症と進行の抑制についての検討
3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

4 学会発表等 (要旨集の扱き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

孫矢子口学宜光・田・中妻陽鹿子純・一女
日本障害有商科字会 DTEomRT遺症伝歯子肉導線入維に芽よ細る影胞響に対する h

平成 21 年 10 月

5 著書・雑誌論文 曙書・雑誌・抜き聞IJり等を添付してください。コピーの場合同輔されたことカ溶棚切功かるものを添付してください。)I 

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

田中陽子・矢口学・ Down症歯肉線維芽細胞における細胞内シ 157 巻 平成 25 年 医学と生物学

野本たかと グナル伝達系への Lipopo1ysaccharide .6号 6月

(LPS)の影響

下記のとおり提出いたします。

いずれかをOで囲んでください。否の場合は，理白書を添付して下さい。※ホームページ等での公開の@・否)



[成果物 8 ー 2]

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

"“・...“““・・・・““・M・抽抽抽柚““““““・・M・“““・“"・"“"““"“・............................... ・H・・・・-園町園町・町・・・・ー・・・・“可・“"町・ ・H・........................................町・H・........................“““““・・・

"““"“"““・“"“““"“........................・H・..._.・............・.....・_..刊.......HH....・・.........__...H....・H・-・・H・‘戸別刊・..................H.......................................M.... ・ ..........H・H・H・...........H・..........................................H.H.............. ・“"'H可・M・M・圃園・

その他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

抽““・ 山町山.......目H・H・・・・........................................................................_..................・H・......山山山H.....H...............・....__......“・........ ・・M・...............“"“.................・H“....__....“““'““・a・・“・....................H..................

柚帥帥帥帥帥抽"“・““““““-ー.“・帥帥帥帥帥帥抽抽.抽抽“““・・抽抽““抽M・・・M・・・・・M・M・・M・"“ -_ .. 田町・・H・...............・H・・・・・.........__....・・ 目・............ ・H・....・H・・H・......__....・...............・H・-・.......................................・H・a・.....・・H・.......““.............““““““・・H・...................・_....

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)



【別紙様式� 8 】
*課題番号 個� 08-107

注:課題番号を記入してください。

平成 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 2 2  年� 3 月� 3 日

日本大学総長殿

氏名 左国 ノレミ

所属・資格 松戸歯学部・助手 
  

下記のとおり提出いたします。


1 種目�  |ζ蚕研究(個人研歩/一般研究(共同研究) /総合研究 |注:該当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究課題

象牙質組織形成と象牙芽細胞の集合と動きについての免疫組織化学的研究� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

・研究分担者(役割分担)� 

4 学会発表等 (要旨集の肱き刷り， 発現原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� | 発表テーマ 発表年月� 

5 著書・雑誌論文 噂書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合同描� 2されたことが客観的にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所

太田(横田)ルミ， 日大口腔科学/� 134 巻3号 1 2008 年 |日本大学口腔科学会

鈴木久仁博，新美寿 エナメル小柱の捻れや湾曲を生み出すエ� I 12 月

英，小津幸重 ナメル芽細胞の免疫組織化学的検討

※ホームページ等での公開の@否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は1 白書を添付して下さい。
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[或果物 8 2J 

新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

の他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，

氏名  | 提出物 内 数

"……………"ー叩ー・ぃ…・"……・…ー……一時}一…ー… ω一一一…一一一… ω……………・ト均一……..._.-……・ー…………………町一…… ω---……“一一一…ぃ……………………………"一一一一一l 

7 その他の成果 (下却のような成果があれば記入してください。)

{知的財産権の取得)

{外部資金の獲得)

{龍の研究への発麗)

(その龍)



【別紙様式� 8 】
*課題番号 個� 08-108

注:課題番号を記入してください。

平成 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 2 2 年� 3 月 2 0 日

日本大学総長殿

氏名 成田貴則

所属・資格 松戸歯学部・助教 
  

下記のとおり提出いたします。


1 種目幅研究(個人研一歩/一般研究( 共同研究) / 総合研究� 
注;該当する種目をOで囲んでください。

2 研究課題

マウスおよびラット唾液腺に発現する遺伝子の時間および空間的な発現マッピング� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等� (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� | 発表テーマ 発表年月� 

5 著書・雑誌論文 (著書・雑誌・掠き聞� IJり等を添付してください。コピーの場合l詩書載されたことカ溶宅助切こわかるものを添付してください。)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所� 

Takanori Narita， 
The Journal of Medical Investigation 

Bing Qi， Mika 

Fukano， Miwako 
/ 

Vol. 56 2009 年
Characterization of neurokinin 徳島大学医学部

Matsuki-Fukushima， 
A-evoked sal i vary secret ion in the 

Supplement 12 月
Masataka Murakami， 

perfused rat submandibular gland. 
and Hiroshi Sugiya 

※ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は1 白書を添付して下さい。
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6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

その他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏 名 提出物 内容 数 

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)



【男IJ紙様式� 8 】
*課題番号 個� 08-109

注:課題番号を記入してください。

1 種目�  IEi両日動/一般研究(共同研究) /総合研究� 

平成� 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

日本大学 総 長 殿

下記のとおり提出いた します。� 

氏 名

所属・資格

平成� 2 2  年� 3 月� 8 日

谷本 安浩 争参
松戸歯学部・准教授

j主:該当する種目をOで囲んでください。

2 研究課題� 

医学・工学技術の融合による� HAp/collagen複合体シートの創製� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の肱き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名�  | 学会名�  | 発 表 テ ー マ 発表年月�  

5 著書・雑誌論文 〈著書・雑誌・紘き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的財っかるものを添付してください。)

著者 ・ 執 筆 者�  | 著書名・雑誌名/論文名 |巻・号 | 年月� | 出 版社 ・発 行所�  

Yasuhiro Tanimoto， 
Journal of Hard Tissue Biology / 

Yo Shibata， 
Effect of Varying HAP/TCP Ratios in 2009 年� 

The Hard Tissue 

Asuka Muralくami，� 
Tape-cast Biphasic Calciurn Phosphate 

18 ・2
8 月� 

Biology Network 

Takashi Miyazaki， 
Ceramics on Response in vitro 

Association 

Norihiro Nishiyama 

※ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は目白書を添付して下さい。
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§ 

(朝刊・夕刊) 掲載年月日

内 数

(下記のような成果がおれば舘入してください。〉

(その他)



【別紙様式� 8 】
*課題番号� 08-110 

注:課題番号を記入してください。

平成� 20 年度 学術研究助成金成果物報告

日 本 大 学 総長殿

平成� 22 年� 3 月� 1 5 日

氏 名 中 間 浩 史

所属 ・資格

下記のとおり提出いたします。� 

1 積目 隠面白研究(個人ii)11fT/ 一般研究(共同研究)� / 総合研究� 注:肢当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究探題

Mic.ro FT-Ramanおよび微小部� X線回折による生体アパタイト結晶性の分析� 

3 研究組織� (共同研究・ 総合研究のみ骸当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)� 

4 学会発表等� ( .の錨き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者-名� 学会名� | 発表テーマ 発表年月� 

Hiroshi Nakada， 
Yasuko Numata， 
Toshiro Sakae， 
Yoshimitsu Okazaki， 

再生補綴医学研究会� 
(第� 1同学術会議� ) 

Usefulness of implant-su.rrounding 
newly fo.rmed bone quality 
evaluation method using micro-CT 

2008 年� 11 月� 

Kihei Kobayashi 

5 存~ I f ・ 雑誌論文 箱書・雑鈷・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合財蛾されたこと地蜘防かるものを淵寸してくださ仇)

著者 ・執弔者�  | 蒋押名 ・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所� 

Yasuko Numata， 
Hiroshi Nakada， 
Toshi.ro Sakae， Journal of Hard Tissue Biology/ 
Hiromi imu.ra-Sl1da， 
Racquel Z. LeGeros， 

Assessments of the New Bone Ql1ali ty 
Arol1nd Implants Using Microscopic FTIR 

3 
2008 年� 

11 月� 
The Hard Tissue 
Biology Network 

Kihei Kobayashi and Polarizing Microscope 

And 
Masaharu Makimura 

※ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は.理由書を添付して下さい。



6 

[成果物 8- 2J 

(朝刊・夕刊) 日

J
V
'

汁

Y
4

何
一
氏

CD，シナ予

〈下記のような成果が島れば記入してください。)

(その他)



【別紙様式 8 】 l *課題番号 11 一回08._ 111 I 
注課題番号を記入してください

平成 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成 23 年 7月 29 日

日本大学総長殿

氏 名鈴木浩司 f動
所属・資格 松戸歯学部・専任講師

下記のとおり提出いたします。

1 種目腕研究(個人研嘉珍一般研究(共同研究) /総合研究 1 
2 研究課題

いびきや睡眠時無呼吸症候群に対する歯科的対応，特に予防について

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

鈴木浩司，浅野隆他
第 120 回日本補綴歯科 口腔周囲筋の筋力トレーニングが睡眠

201 1.5. 
持~eiコbヱh・ 状態に及ぼす影響{第1報}

高尾めぐみ，鈴木浩司 第 11 回日本抗加齢医学 口腔周囲筋のトレーニングに伴う肌環 201 1. 5 
他

1z』z. 
境の変化について

高尾めぐみ，鈴木浩司
第 11 回日本大学口腔科

他 再寸ιー1コエ』・ 口腔周囲筋トレーニング器具パタカラ 201 1.9.4 

の評価とその臨床応用

鈴木浩司，高尾めぐみ 平成 23 年支度日本補綴歯

イ也 科学会 3 部合同学術
口唇閉鎖力と舌運動の関係について

201 1.9.23 
大ム:r;;;. 

5 著書・雑誌論文 曙書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合l対輔されたこと精細切こわかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

Hiroshi SuzukiR，4Aislato o 
Volume 

Watanabe， Joumal ofProsthodontic Research 
57， 2013.7 ELSEVIER 
Issue 

Kawara et al. 3 



[成果物 8 ー 2]

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

曹司・・・・・・ー・ ・・・・・・・・・・・・4・ ・ “‘ ーー“・“・‘・・‘・‘・・・・・・・・・・・‘・““・‘・・・・‘・・‘ ・‘ ー・ ・4・ ・ ・・・4・・4・・6・4・・・・4・4・・4・6・4・・e・e・・e・・4・・4・・6・e・e・-・6・e・e・-・・・・6・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ ・・ ・4・・4・・4・・4・4・・・・・・4・・4・・・・・・・・・・・・4・-・・4・・4・・・・・・・・4・・・4・4・・・4・・・・4・4・・・4・4・・4・‘ ・4・・E・・・・4・・4・4・・4・4・・4・・4・・

・ーー・ ・・・・e・4・ ー・・・・ ・e・・e・ーー・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・4・・・・・・・・・・・........・・ー・・ー咽町咽 町H -・咽圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・・・・・・・・・ ・4・4・・4・4・4・・4・4・・・・・・ ・4・-・・圃圃圃圃圃圃圃圃 圃，

その他(ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

-・・・・・・ー・・・・・・・・・唱 圃圃圃・・・・4・a・4・・・4・・・・・・・・・・・・・4・4・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・ ・a・・・・・・・・................町酔町 -・ ・・ ・・・・・・・・・・e・e・-・4・6・4・・・6・・・・・・・e・e・・e・..........・・. -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・ 4・4・4・4・ ・・4・4・・4・4・・・・・・・圃圃圃圃唱

・・・4・4・ー・・・・・4・“‘副島副島副島副島副島田島田島・4・4・4・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・“‘・・・・・・・ー・ -・町・ ・ー・・・・・・・・・・.・・‘4・4・・“ー.““島田島田島島田島田島田島田島田島田島島田島田島田島田島田島・4・ ・・ ・4・4・・・ ・4・4・4・4・4・4・・・・・・4・4・4・・4・・・・・・ーーーーーーー・ーーー・ーーーーーー・ーーー・ ・ ・・・・・・ーーーーー・ーーー・ ・・・・...........・・・・・・・ーーーー・ーーーー・

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

-現在申請中

(他の研究への発展)

-口腔周囲筋のトレーニングにより、睡眠状態の改善について研究を行なってきたが、睡眠呼吸状態の改善

を見た。また、脳機能の改善、摂食嘱下状態の改善、顔面神経の賦活等多方面にわたり効果的な影響を示す

可能性が見えてきた。

(その他)



【別紙様式� 8 】� 
l *課題番号 l 個� 08-112

注:課題番号を記入してください。

平成 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年� 3 月� 1 0 日

日本大学総長殿

名 飯田崇 空診氏

所属・資格 松戸歯学部・助教 


下記のとおり提出いたします。
 

1 種目�  IEii研究(個人研珍/一般研究(共同研究) / 総合研究� 
注:該当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究課題� 

fMRIを用いたクレンチングに関わる脳活動様相

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の披き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名� | 発表テーマ 発表年月

I 
I
fMRIを用いた歯の噛みしめと手指運
動に関する脳賦活部位の比較� 

5 著書・雑誌論文 清書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合財輸されたことが鶴舶にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所

飯田崇
日本補綴歯科学会� 2009 年� 6月
(第 118 回学術大会)� 

※ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は 理白書を添付して下さい。
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新聞名 〈朝刊・夕刊) 掲載年月日

その他(ピデオ，� 
F 

氏 名 提出物 内� 

7 の他の成莱 (下記のような農薬があれば記入してくださいJ

(知的財麓権の取得)

(外部資金の獲得) 

(f也の研究への発展)

(その能)



【別紙様式� 8 ] 

*課題番号| 個o…
注:課題番号を記入してください。

平成 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 2 2 年� 3 月� 1 0 日

日本 大 学総長殿

氏名

所属・資格

下記のとおり提出いたします。� 

1 種目�  |ζ盃研究(個人研容)/一般研究(共同研究) /総合研究  
注:該当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究課題

細胞接着タンパク質を固定化した生分解性材料の開発

印

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� 1 発表テーマ 発表年月� 

5 著書・雑誌論文 告書・幸蹴・抜き刷り等を添付してくださ川コピーの場合I~割草されたことが客観令にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所

ポリ乳酸� 3 次元多孔体の作製に関する基 2009 年� 日本大学口腔科学
布施恵 35 ・1 ..6.礎的検討� 3 月 コ:;;

※ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は目白書を添付して下さい。
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表

者

名

発

載
の
載
一
掲

龍
掲
一
/
/

の
関
一
表

そ
新
一
発 新開名 (朝刊・夕刊) 掲載年月昌

その{也(ピヂオ，� CD，シナジオ， 舞官等)

氏 提出物 内容 数� 

7 その他の成果 〈下記のような成果がN>れば記入してください。)

(知的財麓権の取得)

〈外部資金の獲得〉� 

(f也の誹究への発愚)

(その他)



{見IJ紙様式 8] 一
4

一

一
o
…
さ

一
個
一
代

一
一
て

一

一

zレ

一
一
入

一
回
一
勺
一
枝

一
番
手一一関

一

本

一

注

平成 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成 24 年 5 丹 2 8  日

日本大学総長殿

氏 名 青木伸一郎

所属・資格 松戸歯学部・専任講師

下記のとおり提出いたします。

1 種臣 IEi研究(個人1iJflE!>/一般研究(共陪研究) /総合研究 i注:該当する稜目をOで図んでください。
2 研究課題

歯科治療が QOLに及ぼす影響についての基礎的研究

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

青木伸一郎

-研究分親者(役割分担)

なし

4 学会発表等 (要旨集の抜き悶り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

青木伸一郎、大沢聖
第学 121 四日本補綴歯科

義曹のリハビリテーション効果に関す
2012 年 5 月 26，27

子、長野裕行、伊藤孝 る研究第 1報装着直後と 1 ヶ月後に

訪"
会学術大会

ついて一
日

5 著書・雑誌論文 信講・揺志・抜鵠リり等を添付してくださ川コピーの場合!端裁されたこと縄猿駒にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 |巻号! 年月 i 出版社・発行所

※ホームページ等での公開の⑪・否) いずれかをO咽んでください。否の場合は目鵠を添付して下さい。



[成果物 8- 2] 

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

酔町“町 ‘曹司晶一、 酔 酔叫 可町酔町酔町・・4・可・・4・・・・・ 酔・ 一・ ・・4・4・・4 ・・4・4・曹司・4ド可.曹司・+曹、曹司・4酔可・ 酔 与、町酔4ー‘+酔晶晶 晶晶 4 酔晶晶 晶晶晶晶 '‘'‘+ 酔‘'‘ 酔可'‘酔+可・+‘+酔、可・酔可可・‘可晶司町可・‘・ ，可・・4・可 ・曹司・曹司・‘目““‘目‘ 町F唱目“‘咽町酔号、 町酔唱 町H

可“ ・a曙曹司 曹司可酔4 酔可‘晶晶、、 ，可曹司・ ・曹 司. 6・・6・4・・ ・・・.‘・・・・・・・・・4・'・4・・・6・4・'・・・・・・・4・- ・ー・ーー・ー -ー.・J・ー・・・・・J・-・.・・、・、，、‘・・・・・・ ・・・・ .ー，・4・・4・4・・ 曹司・““"““h可・・“日“.............._....回目田崎園田‘ 円 4 

その他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

4司'咽・‘J也、‘曹司・ ・・・、 咽町酔曙 目‘ 町F 町F目“"唱目‘唱目‘咽町F目‘町町酔暗号咽 ・・ “““  H““..._.....““・““““自白 ・‘曹司・町町酔・，町・・町酔4・4・・・4・・可・・4・・ “‘ ““ 白・・山田町田』戸田崎『喝

'・b・町・目』目』竜 田』・目』目』・・・目』目』・ 可』可.可・・・・・・・・・ ・4‘‘ ・・‘・・・‘・・ 目』副島6・・・・・・・・・ 山山山町内田吋日.._....円山一司刊咽一円明河内町・E・円円 吋圃園田山田町咽 町回目晶回目目回目白山町四回目叫回目晶回目、回目回目白........_...... h臼h回目'町向・四時可““町時町同町““帥““h“““自可何回

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)



【別紙様式 8 】
|*課題番号| 個oい瓦1

平成2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成 24年6月 28 日

日本大学総長殿

氏名 岡本康裕 (⑨ 
所属・資格 松戸歯学部・ 助教

下記のとおり提出いたします。

1 種目|金研究(個人研歩/一般研究(共同研究) /総合研究 注:該当する種目をOで囲んでください。

2 研究課題

顎関節症に対する理学療法効果の顎運動測定を用いた検討

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

-・・・・圃曹司・・.・・・ ・ーーー・ーーー・・ーーー・ ー・・・・・・・・・・・・4・・・・・・4・・・・・・・ ・・・4・・・ ・4・・・・・・ ・・・・e・， “““““・ ・““““・・““・‘・・・・““‘・・・・‘・・・・・‘・・・・・‘・‘・・・・・・・・ー・ ‘ ーー・・4・・・・圃圃圃圃可・・咽・

........‘・・・“・・“““‘‘・““4・・4・4・“““““““‘‘ ・e・・a・・・・ ・・・・・ ・4・・・・・・・・・・・・ ““・ 4・・・・・・・“晶圃圃圃h圃園町園・M・・・町........................................................................・・・ ・・・・・4・・・・ ・・+・・ ・・・・咽 暗号'・

-・，・・・・・e・e・.........................・・・・・4・・・・・・E・4・・・・・・・4・4・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・4・・4・・-・・ ・4・・・・・4・・・・・4・・・4・・ ・・4・・4・・・・ ・・4・・ ーーー・・・・・・・・・・・ーー・・・・・・・ーー・・・・‘・.......・・・・・ーー・・・・・・・ーーー・・・・a・・ーーーーー・ーー・ーーーー・・・・ー・・4・・・・・e・・・・・e・・・・可・4・-・・・・・咽 ・・・ 咽'・・・・・ーーーーーーーーー・・・・4・・・・4・

e・・・・・6・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・-・・4・・・・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・4・4・・・・4・・4・4・・ ・4・4・4・・4・4・ ・4・4・・・ー・・・・............・.......................・a・-・“““...............・“ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・・・・・・4・・4・4・6・・・・ ・・6・

-・・ ・・・・・ー・ー・ーーー ・・・・・・・・・・・・・4・4・・・・・・・・・・e・e・・・・・ ・4・ー・・・.・・・・・4・・・・・・・4・4・・4・4・目島‘E・4・“““・・6島副島田島““‘“““““““・“““‘・・‘・‘・・・・・・・‘・・・・・・“‘・‘・・‘・・ ・・“・ ・・・町砂町b・目』・ ・・‘ー・町砂町 ・・・・・・・・・ー・目』町b・

・H・圃圃圃園町““““.................・・ ー・・・・・・ ・・ e・・・4・・・4・・・・4・・・・4・・・・・・・4・・ ・4・4・・ H・“................・帥・-“・・“・・“・・““‘圃園町園町圃圃圃 園町町圃圃圃園町 ・e・ .............・・・ 圃圃戸圃圃圃圃圃圃圃圃

5 著書・雑誌論文 曙書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださ仇コピーの場合同易載されたことが客観的にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

酒井淳，岡本康裕，内田 日本口腔日本口腔診断学会雑誌/クローズドロ
貴之，梶本真澄，伊藤 ック症例に対するストレッチを目的としたマ 25 ・2 2012 年6月 日本口腔診断学会
孝司11 ニヒ。ユレーションによる下顎運動の変化
・6・4・・・・・・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・6・6・・‘・・6・・・・‘・・・・・・ 6・ “・ ・・ ・“・・‘・ ・・・ ・・・・・・-・・・ 晶圃圃 圃圃圃 “ ・・・ 圃圃圃園田‘ ・・・ 圃圃圃圃圃圃圃圃園田‘圃圃圃圃圃圃 ‘ ・・・，圃圃圃圃圃圃圃圃曙圃圃圃圃‘咽ー咽・‘ 町・.町・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・4・.......................H....・仲.................H“‘ーー‘ーー“““‘ーー““‘目島‘・目』目』・町砂町砂暗号目』町・・6・4・4・4・4・・・・・・・・
内田貴之，岡本康裕，酒 日本口腔日本口腔診断学会雑誌/無症候ボラン

25 ・2 2012 年6月 日本口腔診断学会
井淳，伊藤孝司11 ティアにおける左右側日交合接触状態の評価

※ホームページ等での公開の(⑤否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は目白書を添付して下さい。



[成果物 8 ー 2]

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

・・・a “'“'圃圃圃圃圃 可 ‘・・F晶圃圃圃圃圃 圃 ・‘ーーーーー咽 '・ ・・・・・・・・ーーーーーーーーー・・・4・・・4・・・・・4・4・・・4・・・・・・・・・・4・・4・・4・4・4・・・4・・・4・・・・・・・・4・・・・・・・・・・・・・4・4・4・4・・ ・・ 曹 司可・4・4・4・4・・ ・・ ・・・・・・ 曹司圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ ーー・ー・ー

・e・-・・・・・6・・6・・・e・e・-・・ ・・・・4・4・4・6・・6・・ ・・・4・4・6・e・e・-・・4・・4・・・・・・4・・4・4・4・・4・4・町・4・4・・4・・4・4・4・町・4・4・4・4・町・・4・4・4・4・4・4・4・a・4・・・・・4・4・ a ーーー町酔曙目‘町酔町酔唱 ・ ・町・4・4・4・4・・e・・・・・.・圃圃圃圃可・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 “号号晶晶圃圃園田‘園 田‘ 圃圃圃圃園田“ a圃圃園田‘ ・圃圃園田“‘ ・・・・・ー・ー・・町島町島町島屯目島町島屯 目島町ー・・・・・・ー・・・・・・ー・・島町“““““‘・ ・・・・ 目』・ 目町砂町b・・・・・・・・・・・4・e・e・・e・・e・e・

その他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

・圃 圃圃園 田‘' ・・・4・圃曹司可・・・・・4・・・・・・4・・4・・4・・・・・・・・4・4・・4・4・4・‘ ・4・・・4・・・・・・・4・・・4・4・4・・e・・・・‘・・・・・ H.... “““"““・“"“"“"“"““・ 怖い"“““"“・" 晶園田‘園田‘町酔 目‘・ー・ー・ ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー

・・・4・・4・・4・4・・・・・・4・・・・・・4・・‘目‘且 目‘目‘・‘・E・・E・・ -・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・‘・ 目』・ ......................................................... -・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・4・4・4・・・・a・・a・・・・ ・e・-・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・・・・・4・4・・・・4・ ・4・・・・4・・・4・4・・・4・・・・ ・・・M・-・圃圃圃圃圃圃園町 ...........H...・・ ・4・

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)



























































































【別紙様式 8 】
*課題番号 個 08-138

注:課題番号を記入してください。

平成 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成 2 2 年 3 月 3 1 日

日本大学総長 日凡
u3又

氏 名 根本 illZ. 
日 ⑧ 

所属・資格 通信教育部准教授

下記のとおり提出いたします。

l 種目|也研究(個人研診 / 一般研究(共同研究) /総合研究

2 研究課題

契約法と損害賠償法の現状と課題に関する研究

注:該当する種目をOで囲んでください。

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

・研究分担者(役割分担)

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表厨高のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

根本晋ー
l医師が患者の頭蓋内に遣残した割箸片を看 l

企業法学会 |過した過失を否定した事例 I 2008 年 7月
23 諒|軍君主:会 研究報告卜杏林大学病院頭蓋内割箸片看過男児死|キャンパスイノベーシ

|亡事件(棉飴割箸事件)に関する請求棄却判|ョンセンター山形大学
決の評価(東地民 28 判平成 20 年 2月 12 日・|東京サテライト
判例集未登載

軍曹・書官志・抜き刷り等を添付してくださl¥コピーの場合i損害載されたことカ潜在舶句にわかるものを添付してください。)

著書名・雑誌名/論文名 |巻・号 | 年月 | 出版社・発行所
横浜国際経済法学/患者が転倒による割箸刺入
に起因する頭蓋内損傷により死亡した症例につ
き、医師が患者の頭蓋内に遺残していた割箸片を
看過した過失を否定した事例 |第 17 巻

| 口 I 2009 年 1月|横浜国立大学
(前編)-杏林大学病院頭蓋内割箸片看過男児|第 2可
死亡事件(綿飴割箸事件)に関する請求棄却判決

の評価-(京地民 28 判平成 20 年 2 月 12 日・控
訴・判例集未登載)

5 著書・雑誌論文

著者・執筆者

根本晋一

日本大学歯学部紀要/国の行為に起因する国民

の健康被害救済制度の研究ー予防接種禍事故を 口

根本 晋ー | |第 36 可 I2009 年l月|日本大学歯学部
めぐる損害賠償と損失補償の間隙に関する諸問

題-

横浜国際経済法学久留島隆先生・三遺夏雄先
生・森川俊孝先生退官記念号/患者が転倒によ
る割箸刺入に起因する頭蓋内損傷により死亡した
症例につき、医師が患者の頭蓋内に遺残してい l

|第 17巻
根本 晋一 |た割箸片を看過した過失を否定し?事例 ~ l'Jlg 12009 年 3月|横浜国立大学

ーー |第 3号
(後編)-杏林大学病院頭蓋内割箸片看過男児 l
死亡事件(綿飴割箸事件)に関する請求棄却判決
の評価-(東地民 28 判平成 20 年 2 月 12 日・控
訴・判例集未登載)

企業法学/医事紛争解決手段の研究一医療事
根本 晋ー他 |故における事案の解明と補償・賠償のスキームに|第 11 巻 I2009 年 3月|商事法務研究会

関する一考察-

I I人権保障と行政救済法」所収論文
後藤光男(早大教授) I 

|損害賠償制度と損失補償制度の間隙と国の法的
編著 !!~Y，Q ~，，~J~~~~:，，~，.;;.~~:，~~~~~/~~:~1~~: I 2009 年 12 月|成文堂

|責任ー予防接種禍の救済方法に関する法律構成の
根本晋ー共著 | 

l検討-

※ホーム←ジ等での伽⑦否) いずれか町園山問、。否の場合日時添付して下さい。



〔成果物 8 2 ] 

6 :表

新聞掲載

P掲載者名 -夕刊〉 掲載年月 5

その他(ピ CD，シナリオ，

氏 提出物 内 数

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(悼の研究への発展)

(その抱〉



【別紙様式 8 】
*課題番号 個 08-139

注:課題番号を記入してください。

平成 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成 2 2 年 4 月 2 日

日本大学総長殿

氏 名 古賀徹

通信教育部・准教授

金
所属・資格

下記のとおり提出いたします。
ζとごごごごコ

1 種日 |一般脅究({固入品究) /一般研究(共同研究) /総合研究
2 研究課題 、一~'

戦後教育改革(刷新)構想に関する審議会議事録の分析

注:該当する種目をOで囲んでください。

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

・研究分担者(役割分担)

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを淵寸してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

5 著作 ・雑誌論文 箱書・幸信玄・抜き刷り等を淵寸してくださ~\コピ-0).1君合{掲載されたことが客観句!こわかるものを添付してください。)

著者・執筆者 | 著書名・雑誌名/論文名 | 巻・号 | 年月 | 出版社・発行所
I W研究紀要~/r教育改革のための〈合意〉子| 口|平成 22 年 3I日本大学通信教育

古賀 徹 |成の場としての「審議会」」 '|第 23 可|月 |部通信教育研究所

※ホームページ等での公開の⑤否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は，理白書を添付して下さい。



8 

その鵠〔

氏

新聞名 (朝刊・夕刊)

CD，シナワオ，写真，

提出物

7 その他の成果 (下認のようえE成果があれば記入してくださいJ

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

〈也の研究への発撰)

〔成果物 8-2 ] 

日

内容 数

本研究は、筆者がこれまで加わってきた審議会資料研究の成果としての『教育刷新委員会/教育刷新構議

会会議録~ (改訂増接接〕第 1巻~第 13 巻(喜本近代教育史料研究会編、岩波書店、 2005 年"'2007

後継にあたる研究と位置付けている。なお、本研究で使用した資料を分析し改稿を重ねたものを、『日

教青史料大系(公文記録)~第 21 巻~第 35 巻(龍渓書舎)として刊行する準備作業もすすめている。(日

近代教育資料研究会縮。代表:米田俊彦・お茶の水女子大大学院教授のもと、編集委員 4 人での刊行

し準備中。刊行スケジニL…ルの詳細は未定)。

(その他)











【別紙様式 8】  
＊課題番号  個08－142  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 22年 5月 13日  
日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（可・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。  

［成果物8－2］   
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